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1. 研究の背景と目的

　人口減少が著しい地方都市では、道路や公園といった

インフラの老朽化に伴う維持管理費用の増加により、財

政悪化が懸念されている。財政負担軽減のため、人口規

模に見合った集約型コンパクトシティの形成が喫緊の課

題である。2014 年、国土交通省はコンパクトシティ形成

に向け、都市再生特別措置法を改正し、人口減少下でも

一定の人口密度保持を図る立地適正化計画を制度化した
1)。しかし、都市面積や道路延長などが財政に与える影響

は未解明な点が多く 2)、都市縮小におけるインフラ再編効

果を明らかにする必要がある。

　以上より本研究では、人口減少が深刻で、集約型コン

パクトシティ形成に向け立地適正化計画に取り組む北海

道夕張市を対象に、立地適正化計画に向けた居住誘導区

域の設定に伴うインフラ縮減効果に関して、考察するこ

とを目的とする。

2. 研究の方法

　本研究は、① GIS を用いた夕張市のインフラ整備状況の

可視化とインフラ維持管理費用の算出により、夕張市の

現状を整理する。② 立地適正化計画制度 1)、既往研究 3) 及

び行政ヒアリング *1 から、インフラ再編に向けた分析項

目と評価項目を抽出する。③ ②の分析項目を基にインフ

ラ再編フローチャートを作成する。④ ③を基に、②の評価

項目に関して再編効果を明らかにする。⑤ ④を基に、夕

張市が仮設定している居住誘導区域について、インフラ

再編効果の視点から検証する。⑥ ④⑤から、立地適正化

計画に向けた居住誘導区域の設定に伴う、インフラ縮減

効果に関して考察を行う。

3. 夕張市のインフラ現状整理

3-1. 夕張市のインフラ現状整理

　夕張市から提供された「道路台帳 4)」「橋梁台帳 5)」「公

園台帳 6)」を基に、夕張市のインフラ整備状況を整理し、

GIS を用いて可視化した（図 1）。

3-2. インフラ維持管理費用の算出

　夕張市から提供された各台帳 4)5)6) における市道・橋梁

の総延長、公園の総面積、及び「維持管理等に係る経費
7)」における H27〜29 の各インフラ維持管理費用の平均値

から、各費用の原単位を算出した *2（表 1)。次に、原単

位を基にインフラ個々の維持管理費用を算出し、各地区

のインフラ維持管理費用を導出した（表 2）。

4. インフラ再編に向けた分析項目・評価項目

4-1. 分析項目・評価項目の抽出

　立地適正化計画制度1)、行政ヒアリング *1 及び既往研究
3) の立地適正化計画に向けた重要視点から、立地適正化計

画に向けたインフラ再編に必要な分析項目「居住誘導区

表 2 夕張市の地区別インフラ維持管理費用（百万円 /年）

図 1 夕張市の現状のインフラ整備状況

表 1 インフラ維持管理費用の原単位
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【2040 年町丁人口（人 /ha）】
　　：x≧5
　　：4≦x＜5
　　：3≦x＜4
　　：2≦x＜3
　　：1≦x＜2
　　：0＜x＜1
　　：x＝0

【2040 年人口（人 /mesh）】
　　：x≧125
　　：100≦x＜125
　　：75≦x＜100
　　：50≦x＜75
　　：25≦x＜50
　　：0＜x＜25
　　：x＝0

【夕張市管理のインフラ】
　　　：市道
　　　：橋梁
　　　：公園

【用途地域】
　　　：用途地域

【幹線道路】
　　　：国道または道道

【土砂災害危険性】
　　　：土砂災害警戒区域
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域（市仮設定）」「将来人口分布」「防災」と、評価項目「居

住誘導区域の縮小効果」「財政効果」を抽出した。さらに

分析項目について、以下の縮小範囲に基づき居住誘導区

域とインフラの縮小を行った。「居住誘導区域（市仮設定）」

は「用途地域」である。「将来人口分布」については「町

丁目別 2040 年人口有エリア」と「4 次 mesh 別 2040 年人

口有エリア」とし、「防災」については「土砂災害警戒区
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2040 年の人口密度を算出し、居住誘導区域の縮小効果を

示す。ここで、2040 年の人口密度について、人口問題研

究所が導出した夕張市 2040 年人口 9) の 2,882 人を用いて

算出した *4。

［2］財政効果（図 4-B）

　前章で導出した各縮小範囲に基づいて縮小したインフ

ラ維持管理費用の算出を行い、インフラ再編の財政効果

を示す。

5-3. インフラ再編による効果

【用途地域】

　夕張市の現状のインフラと居住誘導区域を、「用途地域」

に縮小した。

［1］居住誘導区域の縮小効果

　夕張市が居住誘導区域に仮設定する用途地域では、面

積 1,166(ha)、人口密度 2.47（人 /ha）であった。

［2］財政効果

　インフラを用途地域内まで縮小した場合、現状で 336（百

万円 /年）かかるインフラ維持管理費用は、廃止額 108（百

万円 /年）で、維持費 228（百万円 /年）まで削減できる。

しかし廃止額 108（百万円 / 年）のうち、用途地域外の人

口が残るエリアに 97（百万円 / 年）分インフラが存在し

ている。

【町丁目別 2040 年人口有エリア】

　居住誘導区域とインフラを、さらに用途地域から町丁

目別 2040 年人口が 0人のエリアで縮減した。

［1］居住誘導区域の縮小効果

　本庁と南部の一部が縮小され、居住誘導区域が「用途

地域」の場合に対し、面積は 168（ha）削減し、998(ha)

となり、人口密度は 2.89（人 /ha）となった。

［2］財政効果

　本庁 18（百万円 /年）、南部 1（百万円 /年）削減され、

合計 125（百万円 /年）廃止し、維持費 211（百万円 /年）

まで削減できる。しかし、廃止額 125（百万円 /年）のうち、

用途地域外の人口が残るエリアに 97（百万円 / 年）分、

インフラが存在している。

【4次 mesh 別 2040 年人口有エリア】

　居住誘導区域とインフラを、さらに 4次 mesh 別 2040

【町丁目別 2040 年人口有エリア】

　行政ヒアリング *1 から、将来人口が 0 人であるエリア

のインフラ廃止に伴う維持管理費用削減を目的に、計画

最終年である 2040 年の将来人口分布を用いるが、まずは

都市縮小政策に反映し易い「町丁目別 2040 年人口有エリ

ア」を用いた。

【4次 mesh 別 2040 年人口有エリア】

　面積の大きな町丁目の将来人口分布について、詳細検

討するため「4次 mesh 別 2040 年人口有エリア」を用いた。

なお、人口問題研究所が国勢調査を基に推定した将来人

口分布8) を準用している。

【土砂災害警戒区域を除くエリア】

　立地適正化計画制度1)、行政ヒアリング *1 及び既往研究
3) の「防災」から、「土砂災害警戒区域を除くエリア」を

用いた。

5. インフラ再編による効果

5-1. インフラ再編フローチャートの作成

　前章で導出した縮小範囲を用い、インフラ再編に向け

たフローチャートを作成し（図３）、評価項目の「財政効果」

「居住誘導区域の縮小効果」を以下の方法で算出し、再編

効果を明らかにした。

5-2. 評価手法

［1］居住誘導区域の縮小効果（図 4-A）

　前章で導出した各縮小範囲に縮小した居住誘導区域の

面積を算出する。さらに、これら各居住誘導区域について、

域を除くエリア」としている（図 2）。

4-2. 分析項目に基づく縮小範囲

【用途地域】

　行政ヒアリング *1 から、夕張市が居住誘導区域に仮設

定する「用途地域」を用いた。

図 3　インフラ再編フローチャート

図 2　インフラ再編に向けた分析項目と評価項目
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図 4　インフラ再編によるインフラ維持管理費用と居住誘導区域の縮減効果
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：[用途地域 ]に対しインフラ維持管理費用が削減される地区
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生活を担保する目安となる人口密度 3（人 /ha）を基準に

検証を行う。

6-2. 検証結果

　前章より、算出した各居住誘導区域の人口密度は、「用

途地域」2.47（人 /ha）、「町丁目別 2040 年人口有エリア」

2.89（人 /ha）、「4次 mesh 別 2040 年人口有エリア」3.83（人

/ha）、「土砂災害警戒区域を除くエリア」2.69（人 /ha）

である。以上より、人口密度 3（人 /ha）は、夕張市仮設

定の「用途地域」2.47（人 /ha）では満たされず、「4 次

mesh 別 2040 年人口有エリア」の 3.83（人 /ha）まで居住

誘導区域を縮小した場合に、満たされることがわかる。

7. 総括

　立地適正化計画を策定する際は、その効果を具体的に

検証し、目標を明確化した上で計画することが重要であ

る。本研究では、立地適正化計画に向けた居住誘導区域

の設定に伴うインフラ縮減効果に関して考察を行った。

[1] インフラ再編に向け、財政面から再編効果を段階的か

つ、地区別に明らかにすることで、自治体が客観的にイ

ンフラ再編方針を導出することが可能になる。

[2] 図 4 の通り、市街地を「用途地域」から「町丁目別

2040 年人口有エリア」「4次 mesh 別 2040 年人口有エリア」

「土砂災害警戒区域を除くエリア」まで、段階的に縮小す

る過程で、維持管理費用の削減効果を明らかにした。

［3］地区毎にインフラ再編効果を検証し、今後再編が必

要となる地区を明らかにした。その結果、市役所のある

本庁地区において、将来人口が大きく減少し、再編検討

が必要であることが明らかになった。

[4] 立地適正化計画を計画する際に、インフラ維持管理費

用の削減と人口密度の維持の両立に向け、将来人口分布

と防災（土砂災害警戒区域）の観点から、インフラ再編

と居住誘導区域を連動して計画することが可能になる。

8. 今後の展望

　本研究では、立地適正化計画に向け、インフラ再編に

伴う財政負担軽減効果を明らかにした。これは、自治体

が居住誘導区域を検討する上で極めて有用と考えられる。

今後は、実際の計画策定に向けて、上下水道や公営住宅

等の公共施設再編効果を検証するほか、環境面も含めた

様々な視点から総合的な研究が必要である。

　本研究は、一社）大成学術財団の研究助成を受けた。

年人口が 0人のエリアで縮減した。

［1］居住誘導区域の縮小効果

　若菜、清水沢、南部、真谷地、楓・登川において縮小

箇所があり、居住誘導区域が「用途地域」の場合に対し、

面積は413（ha）削減し、753(ha)となり、人口密度は3.83（人

/ha）となった。

［2］財政効果

　若菜 1（百万円 /年）、清水沢 1（百万円 /年）、南部 1（百

万円 /年）、真谷地 3（百万円 /年）、楓・登川 5（百万円 /年）

さらに削減され、合計 136（百万円 / 年）廃止し、維持費

200（百万円 /年）まで削減できる。しかし、廃止額 136（百

万円 /年）のうち、用途地域外の人口が残るエリアに 83（百

万円 /年）分、インフラが存在している。

【土砂災害警戒区域を除くエリア】

　用途地域内の土砂災害警戒区域のインフラと居住誘導

区域を削減した。

［1］居住誘導区域の縮小効果

　土砂災害警戒区域のある本庁において縮小され、居住

誘導区域が「用途地域」の場合に対し、面積は 93（ha）

削減し、1073(ha) となった。

［2］財政効果

　本庁で 6（百万円 /年）削減され、合計 113（百万円 /年）

廃止し、維持費 223（百万円 /年）まで削減できる。しかし、

廃止額 113（百万円 / 年）のうち、用途地域外の人口が残

るエリアに 97（百万円 /年）分、インフラが存在している。

5-4. インフラ再編効果に関する考察

［1］将来人口分布と土砂災害警戒区域を用いて、インフ

ラ再編と居住誘導区域の縮小を行うことは、維持管理費

用削減と人口密度維持の面で有効であった。維持管理費

用は、原則、国の補助対象外であり、削減できた財源を

優先度の高い補助事業等に充当することで、効率的なイ

ンフラ再編が可能になる。

［2］市役所のある本庁は、将来人口が大きく減少し、土

砂災害警戒区域に含まれるため、インフラ維持管理費用

削減の面で大きな効果が得られ、再編を検討する必要が

あることが明らかになった。

［3］インフラ維持管理費用の内訳から、除雪に最も費用

がかかっていることがわかった。ここで、冬期居住等を

導入し、人口密度の低いエリアにおいて、市道は維持す

るが除雪費用を削減する等の政策が有効であると明らか

になった。

6. 居住誘導区域設定の検証

　前章で導出した居住誘導区域の縮小効果を基に、夕張

市が現時点で仮設定する居住誘導区域に対し、インフラ

再編の視点から検証を行う。

6-1. 検証方法

　前章で導出した各居住誘導区域の人口密度に関して、

行政ヒアリング *1 で明らかになった、夕張市で持続的な
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【注釈】*1 2019 年 10 月 10 日実施夕張市建設課職員（3名）へのヒアリング , *2 ［各原単位］

=［H27〜H29 の各コスト平均］/[ 市道・橋梁総延長 ,公園総面積 ], *3 既往研究（上木翔太：

立地適正化計画に向けた維持管理費用に基づく公共施設再編手法 - 北海道夕張市における集

約型コンパクトシティ研究 -, 佐藤愛美：立地適正化計画に向けた公営住宅再編による市街

地再編効果 - 北海道夕張市における集約型コンパクトシティ研究 -）で「維持」と判断され

た施設 , *4 [ 人口密度 ]=[2040 年将来人口］/［居住誘導区域面積］


